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1. はじめに 

現在，絵画を勉強するためには，絵画教室に通う方

法と自宅で独学する方法がある．絵画教室に通う場合

は，時間とお金がかかる．また，自宅で独学する場合

には，自分の間違いに気づきにくい問題がある．その

ため，我々の研究室では，自宅での独学を支援するた

めに，以前からデッサン学習支援に関する研究を行っ

ている．既発表システムには，描き終えた絵を診断す

るシステム，描画をしている間に診断するシステム 1)

がある．しかし，これまでの研究結果で，描き終えた

絵よりも描画中に診断する方が，描画スキルの向上に

は望ましいと分かった．後者のシステムは，あらかじ

め PC 内にモチーフの位置データを保存しておいて，

ペンタブレット上のペン先位置データがモチーフの位

置データと照合したら，その領域に描くべきモチーフ

のパーツに関する情報を音声と文字で提供するもので

あった．しかし，そのシステムは，初めからモチーフ

の輪郭線を描かせようとしている．そのため，モチー

フ間の位置関係があいまいで，均衡のとれた絵を描け

ない絵画初心者が，描画練習するには難しいシステム

であった．この問題を解決するためには，初めから輪

郭線を描かせるのではなく，まずモチーフの外接長方

形から描かせ，次第に詳細化していくのが望ましい．

また，描画スキルを身につけるためには，繰り返し学

習が効果的である． 
そのため本研究では，概略形状から詳細形状への描

画誘導時に診断助言機能を持たせたデッサン学習支援

システムを提案する． 

2. システム概要 

2.1 補助線描画誘導機能 
本システムは，モチーフを描く場合に，まず補助線

を描くように誘導している．本稿では，この機能を補

助線描画誘導機能と呼ぶ．本システムは，この補助線

描画誘導機能を階層的に分けて描かせている．図 1 は，

本システムの補助線描画誘導機能の手順を示している．

図 1 の（イ）は，モチーフ全体について表している．

（ロ）は，コップの描画手順について表している．

（ハ）は，皿の描画手順について表している．（ニ）

は，補助線を参考に輪郭線を描いている．本稿では，

補助線を描くモチーフの順番を（イ），（ロ），

（ハ）としている．学習者は，始めに①モチーフ全体

を囲む外接長方形を描く．全体が描けたら，コップの

補助線①～⑤を順番に描く．コップが描けたら，皿の

補助線①～⑥を順番に描く．すべての補助線が描けた

ら，これまで描いた補助線を参考に輪郭線を描く． 
2.2 本システムの流れ 
本システムの動作の流れを図 2 に示す．本システム

の学習者は，図 2 の上部にある補助線描画誘導機能を

図１で示したように，上から階層的に行っていく．こ

れらの補助線位置データは，あらかじめ PC 内に保存

しておく．選択した補助線位置データが，ペンタブレ

ット上でのペン先位置データと一致または不一致であ

れば，音声と文字で，その位置が正解あるいは不正解

であると学習者に音声と文字で情報提示を行う．診断

結果が正解ならば，システムは，学習者に対して次の

手順に進むよう促す．不正解ならば，求められている

位置を再度描き直すよう促す． 
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図1  補助線描画誘導機能の手順 

 
図2  本システムの流れ 

3. 実験 

本システムを使用する被験者は，本システムを使 

用しない被験者よりも学習効果が得られるのかを検証

するために比較実験を行う．被験者は，絵画初心者の

大学生１８人である．この被験者を２つの群に分ける． 
A 群：練習時にシステムを使用する 
B 群：練習時に何も使用しない 

本実験では，被験者に練習前，練習，テストの 3 枚を

描かせる． 
練習前：両群とも同じ条件で描き，現段階の描画ス

キルを測定する． 
練習 ：A 群は，システムで診断しながら描く．B

群は，何もアドバイスを受けずに描く． 
テスト：両群とも何もシステムを使用しないで描く．

テスト時の描画スキルを測定する． 
練習前用モチーフと練習用モチーフは，同じ皿とコッ

プで配置の変えたものを用いる．テスト用モチーフで

は，練習時と異なった皿とコップを用いている．なぜ

なら，スキル学習効果をみるには，本システムを用い

てモチーフの描画の練習を行った後，システムを使用

しなくてもシステムを使用した場合同様にモチーフを

描けるかを調べる必要がある． 
A 群，B 群の練習前とテスト時のデッサン画につい

て有意差を調べる．データから正規分布が見られなか

ったため，ウィルコクソン符合付順位和検定を用いた．

検定結果を表１に示す．表の値は，有意でない確率を

表している．統計上，有意でない確率が 5%未満であ

れば，有意であるといえる． 
表１から，A 群は，5 項目中 3 項目で有意であると

いえる．B 群は，有意であるといえる項目が無かった．

つまり，B 群は，テストでは偶然良くなっている可能

性が高い．この結果から，本システムを使用する方が，

描画スキルの定着が身についていると証明した． 

表1  P 値（両側確率） 

項目             
被験者 A 群 B 群 

モチーフ全体の縦横比 0.015156 0.593955 

コップの縦横比 0.51467 0.678402 

皿の縦横比 0.010862 0.593955 

コップの楕円の縦横比 0.085831 0.441268 

皿の楕円の縦横比 0.010862 0.374259 
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